
役員会議事録 

2024（令和６）年４月２８日２１時１０分から、オンライン会議システム（Zoom）において現

役員及び新役員７名出席のもとで役員会を開催した。会長 小林彰久 は選ばれて議長とな

り、役員会の開会を宣し、直ちに議事に入った。 

 

第１号議案 役員改選の件 

役職 氏名 任期（2 年） 備考 

会 長 西村 淳志 
2024(令和 6)年 6 月 1 日～

2026(令和 8)年 5 月 31 日 
 

副 会 長 合田 由記 
2024(令和 6)年 6 月 1 日～

2026(令和 8)年 5 月 31 日 
 

会 計 林 博樹 
2024(令和 6)年 6 月 1 日～

2026(令和 8)年 5 月 31 日 
 

書 記 角野 加代子 
2024(令和 6)年 6 月 1 日～

2026(令和 8)年 5 月 31 日 
 

監 査 綿貫 真弓 
2024(令和 6)年 6 月 1 日～

2026(令和 8)年 5 月 31 日 
前会計 

顧 問 小林 彰久 
2024(令和 6)年 6 月 1 日～

2026(令和 8)年 5 月 31 日 
前会長 

顧 問 窪田 勤美 
2024(令和 6)年 6 月 1 日～

2026(令和 8)年 5 月 31 日 
前監査 

 

議長は、上記の役員の改選案について議場に賛否を諮った所、本議案は、満場一致で可

決された。 

 

第２号議案 会則改正について 

 

本改正は、会員を明確にすることにより総会を実施できるようにするためと顧問の新設、委

員会の設置をできるようにするための変更である。 

 

変更前 変更後 

第 1 章 総則 

（名称及び事務局） 

第 1 条 

本会は、大手前大学通信教育部学友会（以

第 1 章 総則 

（名称及び事務局） 

第 1 条 

本会は、大手前大学通信教育部学友会（以



下「学友会」という。）と称し、事務局を大手

前大学通信教育部事務室内に置く。 

（会員） 

第 2 条 

本会の会員は、大手前大学通信教育部の

在校生、卒業生等を以て組織する。 

（目的） 

第 3 条 

本会は、本学で学ぶ機会を得た卒業生及び

在校生等を対象に、建学の精神である

「STUDY FOR LIFE」に則り組織するも

のとし、会員の自主的な活動により交流と

親睦を図るとともに、学習意欲の向上及び

学業の円滑な促進を図ること等を目的とす

る。あわせて、大手前大学の発展に積極的

に協力し、寄与するものとする。 

（活動） 

第 4 条 

本会は、第 3 条の目的を達成するために、

次に掲げる活動を行う。 

（１） 学習会及び学習相談会の企画、開催

（運営） 

（２） 新入生、在学生及び卒業生の支援に

関する事項 

（３） 会員相互の親睦活動及び大学広報に

関する事項 

（４） その他、本会の目的達成に必要な事

項 

第 2 章 役員目的及び活動 

（役員の種類） 

第 5 条 

本会は次の役員を置く。 

（１） 会長    1 名 

（２） 副会長 若干名 

（３） 書記  若干名 

（４） 会計    1 名 

（５） 監査  若干名 

下「学友会」という。）と称し、事務局を大手

前大学通信教育部事務室内に置く。 

（会員） 

第 2 条 

本会の会員は、大手前大学通信教育部の

在校生、卒業生等を以て組織する。 

また、本会の会員として、以下の２種類を置

く。  

（１）運営会員は、本会の目的に賛同し、学

友会の運営に携わる。 

（２）一般会員は、大手前大学通信教育部の

在校生、卒業生等の大手前大学通信教育

部へ関わる方を対象とする。 

 

（入会） 

第 3 条 

運営会員になろうとするものは、会長へ入

会の意志を伝え、役員会で承認を得るもの

とする。 

一般会員は、大手前大学通信教育部へ関

わる方を会員とする。 

（目的） 

第４条 

本会は、本学で学ぶ機会を得た卒業生及び

在校生等を対象に、建学の精神である

「STUDY FOR LIFE」に則り組織するも

のとし、会員の自主的な活動により交流と

親睦を図るとともに、学習意欲の向上及び

学業の円滑な促進を図ること等を目的とす

る。あわせて、大手前大学の発展に積極的

に協力し、寄与するものとする。 

（活動） 

第５条 

本会は、第 4 条の目的を達成するために、

次に掲げる活動を行う。 

（１） 学習会及び学習相談会の企画、開催

（運営） 



 

（６） その他 若干名 

（役員の選出） 

第 6 条 

役員の選出は次の通りとする。 

（１） 役員は会員の中より役員会において

選任する。 

（２） 会長は役員会において選任する。 

（３） 副会長、書記、会計及び監査は、役員

の互選により選出する。 

（役員の職務） 

第 7 条 

役員の任務については、次の通りとする。 

（１） 会長は本会を代表し、本会の会務を

総括する。 

（２） 副会長は会長を補佐する。なお、必要

に応じて役員会の同意を得て会長の職務を

代行することができる。 

（３） 書記は、本会の事務及び会務を処理

する。 

（４） 会計については、本会の会計事務を

処理する。別途これを定める。 

（５） 監査は、事業及び会計の監査を行う。 

 

（役員の任期） 

第 8 条 

１ 役員会の任期は 2 年とする。（ただし、再

任は妨げない。） 

２ 会長の在職期間は最長 2 期までとす

る。 

３ 欠員ができた場合、選出された役員の

任期は、前任者の残任期間とする。 

第 3 章 会議 

（会議の種別） 

第 9 条 

１ 本会の会議は、総会、役員会とする。 

２ 総会は年 1 回開催する。なお、会長が必

（２） 新入生、在学生及び卒業生の支援に

関する事項 

（３） 会員相互の親睦活動及び大学広報に

関する事項 

（４） その他、本会の目的達成に必要な事

項 

第 2 章 役員目的及び活動 

（役員の種類） 

第６条 

本会は次の役員を置く。 

（１） 会長    1 名 

（２） 副会長 若干名 

（３） 書記  若干名 

（４） 会計    1 名 

（５） 監査  若干名 

（６） 顧問  若干名 

（７） その他 若干名 

（役員の選出） 

第７条 

役員の選出は次の通りとする。 

（１） 役員は運営会員の中より役員会にお

いて選任する。 

（２） 会長は役員会において選任する。 

（３） 副会長、書記、会計及び監査は、役員

の互選により選出する。 

（４） 顧問は、会長が役員会の同意を得て

委嘱するものとする。 

（役員の職務） 

第８条 

役員の任務については、次の通りとする。 

（１） 会長は本会を代表し、本会の会務を

総括する。 

（２） 副会長は会長を補佐する。なお、必要

に応じて役員会の同意を得て会長の職務を

代行することができる。 

（３） 書記は、本会の事務及び会務を処理

する。 



要と認めたときまたは全会員の三分の一以

上から要求があったときは臨時総会を開催

することができる。 

３ 役員会は必要に応じて会長が招集す

る。 

（総会の業務） 

第 10 条 

総会は会長が総理し、以下の項目について

検討を行う。 

（１） 事業計画、事業報告に関する事項 

（２） 会計に関する事項 

（３） 役員の選任、解任に関する事項 

（４） 会則等の改正に関する事項 

（５） その他重要事項 

（役員会の業務） 

第 11 条 

役員会は次の事項について審議し、決定及

び運営にあたる。 

（１） 本会事業に関する企画立案及び運営 

（２） 役員の選出 

 

（３） 会則の改廃 

（４） その他必要な会務に関する事項 

（役員会の定足数） 

第 12 条 

役員会は、役員の三分の二以上の出席をも

って成立とする。 

（役員会の議事） 

第 13 条 

役員会の議決は、出席役員の過半数をもっ

て決する。なお、可否同数の場合は、会長の

決するところによる。 

（議事録） 

第 14 条 

総会及び役員会の議事録については、書記

がこれを作成し、第三者たる会員 1 名の署

名を得て作成及び保管しなければならな

（４） 会計については、本会の会計事務を

処理する。別途これを定める。 

（５） 監査は、事業及び会計の監査を行う。 

（６） 顧問は、会長の諮問に応え、会議に出

席し、意見を述べることができる。 

 

 

（役員の任期） 

第９条 

１  役員会の任期は 2 年とする。（ただし、

再任は妨げない。） 

２ 会長の在職期間は最長 2 期までとす

る。 

３ 欠員ができた場合、選出された役員の

任期は、前任者の残任期間とする。 

第 3 章 会議 

（会議の種別） 

第 10 条 

１ 本会の会議は、総会、役員会、委員会と

する。 

２ 総会は年 1 回開催する。なお、会長が必

要と認めたときまたは全会員の三分の一以

上から要求があったときは臨時総会を開催

することができる。 

３ 役員会は必要に応じて会長が招集す

る。 

４-１ 本会には、第 5 条に定める事業を遂

行するため、委員会を置くことができる。 

４-２ 委員会の組織及び運営に関する規則

は、役員会において別に定める。 

（総会の業務） 

第 11 条 

総会は会長が総理し、以下の項目について

検討を行う。 

（１） 事業計画、事業報告に関する事項 

（２） 会計に関する事項 

（３） 役員の選任、解任に関する事項 



い。 

第 4 章 事業 

（会費） 

第 15 条 

本会の会費は、無料とする。 

（事業年度） 

第 16 条 

本会の事業年度は、毎年 4 月 1 日に始ま

り、翌年 3 月 31 日に終わる。 

（監査） 

第 17 条 

監査については、随時実施することができ

る。 

第 5 章 その他 

（会則の改正） 

第 18 条 

本会則の改正は、役員会の議決事項により

行う。 

（委任） 

第 19 条 

この会則に定めるもののほか必要な事項に

ついては、役員会の議決及び総会への報告

を経て、会長が別に定める。 

附則 

本会則は、平成 26 年 11 月 9 日より施行

する。 

（４） 会則等の改正に関する事項 

（５） その他重要事項 

（総会の充足数） 

第 12 条 

１ 総会は、運営会員の三分の二以上の出

席をもって成立とする。 

２ 総会の出席は、委任状の提出をもって

代えることができる。 

 

（役員会の業務） 

第 13 条 

役員会は次の事項について審議し、決定及

び運営にあたる。 

（１） 本会事業に関する企画立案及び運営 

（２） 役員の選出（３） 会則の改廃 

（４） その他必要な会務に関する事項 

（役員会の定足数） 

第 14 条 

役員会は、役員の三分の二以上の出席をも

って成立とする。 

（役員会の議事） 

第 15 条 

役員会の議決は、出席役員の過半数をもっ

て決する。なお、可否同数の場合は、会長の

決するところによる。 

（議事録） 

第 16 条 

総会及び役員会の議事録については、書記

がこれを作成し、保管しなければならない。 

（「第三者たる会員１名の署名を得て作成及

び」を削除） 

第 4 章 事業 

（会費） 

第 17 条 

本会の会費は、無料とする。 

（事業年度） 

第 18 条 



本会の事業年度は、毎年 4 月 1 日に始ま

り、翌年 3 月 31 日に終わる。 

（監査） 

第 19 条 

監査については、随時実施することができ

る。 

第 5 章 その他 

（会則の改正） 

第 20 条 

本会則の改正は、役員会の議決事項により

行う。 

（委任） 

第 21 条 

この会則に定めるもののほか必要な事項に

ついては、役員会の議決及び総会への報告

を経て、会長が別に定める。 

附則 

本会則は、平成 26 年 11 月 9 日より施行

する。 

附則 

本会則の改正は、令和６年６月１日より施行

する。 

 

議長は、上記の役員の会則改正案について議場に賛否を諮った所、本議案は、満場一致

で可決された。 

 

以上を持って、本役員会の議事は終了したので、議長は閉会を宣し、２１時４０分に散会し

た。 

 

上記の決議を明確にするため、この議事録を作成する。 

会長 及び 議長 小林彰久 

議事録署名人 角野加代子 

議事録作成者：西村淳志 


